
ふくしま市産官学連携プラットフォーム 

 

【ふくしま市産官学連携プラットフォームとは】 

各大学の特色や保有資格を有効活用し大学間の連携、市内企業等との連携、地方創生の中心的役割を担う人材育成と地

域活性化に向けて、また平成３０年に取り組みがスタートしました。 

・福島市 

・福島商工会議所 

・福島県中小企業同友会福島支部 

・地元企業 

・福島大学 

・福島県立医科大学 

・桜の聖母短期大学 

・福島学院大学 

・福島学院大学短期大学部 

 

  様々な課題の解決に向けて連携・協働し取り組んでいます。 

 



人材育成及び地域活性化（学生への就職支援）、人生１００年時代高齢者の学び直し対応と活躍、保育士支援による

待機児童解消、高等教育機関が連携し福島市の学生数の減少対策など、主に４つのプロジェクトチームを形成して、福島市の

地域課題解決に向けた取り組みをしてまいります。 

 

会議及び事務局体制について（令和８年度～）

プラットフォーム

連携推進会議
事務局

（桜の聖母短期大学、福島学院大学、

福島学院大学短期大学部）

人財育成及び
地域活性化ＰＴ

座長 福島学院大学 遠藤 教授

事務担当（福島学院大学）

人生100年時代学
び直しプログラム

ＰＴ
座長 桜の聖母短期大学 三瓶教授

事務担当（桜の聖母短期大学）

保育士キャリ
ア形成ＰＴ
座長 福島学院大学 今 教授

事務担当（福島学院大学短期大学部）

高等教育機関
連携ＰＴ

座長 桜の聖母短期大学

岩本地域連携センター長

事務担当（桜の聖母短期大学）

外部評価委員会

事務局

（福島学院大学、福島学院大学短期大
学部、桜の聖母短期大学）

プラットフォーム連携推進会議：おおむね年４回
外部評価委員会：おおむね年1回
各プロジェクトチーム（ＰＴ）：適宜座長の招集による

（事務局組織）本部を桜の聖母短期大学に置く。事務局構
成員として、桜の聖母短期大学、福島学院大学、福島学
院大学短期大学部、福島大学、福島県立医科大学も含
め、適宜各会議の運営に携わる。なお、事務局の長を桜
の聖母短期大学、福島学院大学、福島学院大学短期大
学部が担う。
ＰＴの各事務担当は座長以下メンバーの名簿を作成し、
事務局へ提出

・福島市における地方創生の中
心的役割を担う人財像の明確化

・市内中小企業における大卒者
採用という雇用ニーズの創出

・人生100年時代の高齢者の学び

直しのニーズへの対応と活躍の
場が確保

・保育士不足解消の要因である
保育士の早期離職に対するキャ
リア教育と支援の在り方の研究

・福島市内高等教育機関の学生
数の減少対策

・福島市内高等教育機関同士が
連携した事業の拡充


